
第１章では，核融合プラズマ研究のための原子分子デー

タベースの半世紀にわたる歴史を紹介したが，原子分子

データを必要としている応用研究者のために長い歴史の中

でデータ収集が行なわれてデータベースが構築され，検索

システムなどが開発され，提供されてきた．アメリカの法

律で「標準データの提供」としてその活動が規定されてい

るNISTを別として，そのほかは，応用分野ごとに，その指

導的大学や研究所が，あるいは学会が主体となって，それ

ぞれが必要とする観点から，それぞれのポリシーに従って

データ収集とデータベース化が進められてきた．そのた

め，原子分子過程といった点から見れば，同じようなデー

タを収集したデータベースが実はいろいろ存在している．

原子分子物理を専門としない利用者からしてみれば，複

数のデータベースを渡り歩いてデータを探すのではなく，

一度に探せて，しかも，「お薦めデータ」であると助かる

わけで，そのような使い方をめざした活動が近年進められ

つつある．本講座１．１節でも紹介したが，インターネット上

の複数のデータベースを同時にアクセスできる「仮想デー

タセンター」VAMDCプロジェクト［１］や出力フォーマッ

トをXMLで統一化するXSAMS［２］がそれである．現在

IAEAが提供している検索エンジンGENIE［３］は，複数の

データベースから一度に波長や電離断面積といった原子

データを探し出せる．しかしながら，出力はそれぞれの

データベースの出力形式のままである．この取り組みを更

に発展させようとしたのがVAMDCとXSAMSで，個々の

データベースの出力が，同じルールブックXSAMSに則っ

て出てくれば，それを読み取るのも利用するのも容易にな

る．そうなると，その出力を，例えばプラズマシミュレー

ションコードに利用することも簡単にできるようになるだ

ろう．

さらに，「お薦め原子分子データ」のデータベースを作

るために，データ評価を国際的に組織だって進めようとい

う動きがIAEAの原子分子データユニットを中心に今年か

ら始まる．３．４節で紹介したデータ評価は，重要であると誰

もが認識しているのにもかかわらず，サポートやバック

アップがなければなかなか進められない．核反応データ

は，IAEAの核データ部が中心に策定したデータフォー

マットEXFORを使って，評価済みデータライブラリーが

日本（日本原子力研究開発機構の JENDL）［４］，アメリカ，

ヨーロッパ，中国，ロシアでそれぞれ作成され，IAEAの

ホームページから同時に検索ができるようになっている

［５］．このような取り組みを，核融合プラズマ研究のための

原子分子データに対しても行おうというものである．これ

を進めるためには，原子分子物理学研究者の協力はもちろ

ん，プラズマを研究しているデータ利用者からの理解とサ

ポートと協力が欠かせない．

さて，原子分子データやデータベースについて更に勉強

をしたい方に，いくつか関連する教科書を和書を中心に紹

介する．既にこれまでに参考文献として挙げられているも

のを含む．

原子・分子物理学の基礎に関しては，「プラズマ原子分

子過程ハンドブック」［６］の基礎編に加え，教科書として

「原子分子物理学」［７］，「電子・原子・分子の衝突」［８］，

「化学のための原子衝突入門」［９］，「原子衝突」［１０］がある．

プラズマ中の原子分子過程という観点から書かれているの

が，「電離気体の原子・分子過程」［１１］で，原子分子データ

の表もたくさん掲載されている．プロセスプラズマへの応

用という観点から原子分子過程を記述しているのが文献

［１２］の第３章と第８章，プラズマ材料科学のためにまとめ

られた文献［１３］には，プロセスプラズマなどに良く用いら

れている主だった分子の評価済み電子衝突過程断面積の図

も付録として掲載されている．天体物理への応用が主眼に

なっているが，原子分子過程についてもよく記述されてい

るのが，文献［１４］と［１５］，プラズマ分光の教科書で，原子

過程についても記述があるのが文献［１６］と［１７］である．国

内の原子衝突や関連分野の研究者によって構成されている

原子衝突研究協会［１８］が発行している会誌「しょうとつ」

にも解説記事や講座記事が掲載されており，もっと原子分

子過程などの勉強や研究をしたい方に参考になるだろう．

様々な分野での原子分子データの応用例として，国際会

議ICAMDATAの会議集録も参考になる．これまでに７回

開催されており，招待講演として発表された最先端での研

究成果が掲載されている［１９‐２５］．

最後に，原子分子データベースは，半世紀にわたる歴史

の中で多くの先達たちの絶え間ない労力の結晶であり，改

めて，これまでに原子分子データベースに携わってこられ

講座 原子分子データベースの構築と利用

５．おわりに
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た多くの研究者の皆さんに感謝したい．プラズマ研究で原

子分子データを利用する研究者と，原子分子物理学の研究

者の方々の御理解とサポートに感謝するとともに，今後も

データベース活動を支えてくださるよう改めてお願い申し

上げる．様々な技術の進歩を取り入れながら，原子分子

データベースの維持と発展に努め，次世代へとつなげてい

きたいと思う．
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むら かみ いずみ

村 上 泉

核融合科学研究所核融合システム研究系，

教授．特定非営利活動法人原子分子データ

応用フォーラム理事長．主な研究分野はプ

ラズマ中の原子分子過程．IAEA主導で核

融合プラズマのための評価済み原子分子データのデータベー

スを作成するための会議を先日行い，データ評価の難しさを

再確認．まずは基準作りと研究者ネットワーク作りから始ま

りそうです．

Lecture Note 5. Concluding and Remarks I. Murakami

１８９


